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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・第3回法人研修　日時：9/1(火)、9/2(水)　17:30～18:30
場所：メンタルケア病棟　4階メモリアルホール
テーマ：「メンタルヘルス」
講師：心理技術員チーム　小嶋　彩香

・医療福祉学会の抄録は9/15(火)までに提出すること。

＜青明舎利用者様情報＞
・高柳　和子　様～8/11（火）オンコールあり、弟へ貸した11万円（車検代）が返ってきたためATMへ入金したいが操作方法が分からない為同行して欲しいと相談あり、同行している。
8/12（水）定期訪問実施。8/11は、銀行のATMに同行して貰って助かったと話されている。お盆明けにでも入金しようと思ったが、お金のことであるため、そわそわして同行依頼をしたと話し、今は気持ちが落ち着いているとのこと。何かあった際は、また電話や来所しても良いことを伝えている。食事や睡眠は問題なく、摂れているという。11日は銀行の件があり、デイケアへ通所出来なかったが、8/13（木）は頑張って行こうと思っていると話される為、評価している。次回の訪問日を、8/19（水）15：30とし、訪問を終えている。
・我満　奈津紀様～8/12（水）本人より電話あり「望（娘）が今帰って来たんだけど、バイト先に行けなくて（店内に入ると拒否反応が出る状態であるとのこと）、息を切らして家に帰ってきたんだよ」と心配そうに話す。身体的にも精神的にも疲労が蓄積している様子であるとのこと。12日の派遣のアルバイト（ユニバース）は断ってきたが、13日からどうすればいいか相談がある。様子を見て、本人の状態が無理な用であれば13日からのアルバイトも断ることも考えた方が良いと思う事伝えると「そうですね、もし無理だったら私もバイト先に望と行って話しをして来ようかと思います。」と返答されている。また、青明舎へ来所した際にイライラして落ち着かないと話されており、次回外来受診日（8/29）に担当医へ相談するようアドバイスしている。
・清水　秋男　様～8/13（木）定期訪問実施。食欲が落ちていると話される。間食を控えるようにしていると話すため、ぜりーなど口当たりの良い物を食べてみるようアドバイスしている。2～3時に目が覚めるとのことで、もう少しゆっくり起きるよう説明している。
・寺沢　　彩　様～八戸赤十字病院受診し筋無力症の疑いと診断されたと話される。8/31（月）に母親と一緒に受診し検査結果を聞いてくるとのこと。

・青木　紀子　様～就労継続支援B型での就労を希望されており、8/18（火）「田面木の家」を見学予定となっている。今後、就労が決定してもデイケアを併用して利用するとのこと。
＜グループホーム入所者様情報＞
・中村　与一郎様～叔父様から2ヶ月に1度障害者年金の振り込みがあるが、6/5以降入金されておらず、本人が確認すると「振り込まれてなかったんですよ。でも、通帳に5万入ってるんで、持ってる1万円を合わせて6万円で来月始めまで頑張って過ごします」と話している。
・種本　サハ　様～Ｄｒより、8/18（火）の施設見学で本人がよければ、9/1（火）に退院と同時にそのまま入所との話があったと情報提供ある。
・平　　康子　様～娘様が内科受診後に来所され引っ越し準備や「南寿の里」へ行き、持ち物の確認を行なっている。8/16（日）南寿の里スタッフと共に状態確認の為、あおぞらを訪問している。本人が知っているスタッフのため安心した様子が見られている。「高齢者の施設に行くのは、分かってはいるがさびしいです。みんなと会えなくなるのが」と何度も話している。
＜利用者様情報＞
・鈴木　惇浩　様～本人より電話連絡があり､対応。13日（木）八戸99クリニック受診し､諸検査を実施したところ大腸炎と診断され､翌14日（金）より八戸赤十字病院へ入院。2週間程の入院予定で治療を実施しており､体調は大分回復してきたと話している。精神科薬は同院より処方していただくよう相談することとしており､何かあれば再度連絡をいただく予定。
・向井　敦子　様～8/12当院退院し､自宅療養を開始。日中活動の場所としてデイケア利用の希望があり､本日､体験利用を実施。久しぶりに会った他利用者と声を掛け合ったり､職員と世間話をしたりとマイペースに過ごしている。作業療法では､桜のイラストの塗り絵を集中して行っており､職員に確認しながら実施出来ている。利用希望及びデイケアでの利用目標について確認し､今後の対応等も検討した上で利用開始していく。
・土佐　将志　様～本人が来所し､今後の利用日について相談があり対応している。以前から認められていた左膝痛について､八戸赤十字病院にて検査を実施し､半月板損傷と診断。上記により､医師から激しい運動を控えるよう説明を受けたとのこと。運動療法がある月曜日ではなく､別の曜日に利用したいとの相談があり､今週より火･金曜日の利用を開始していくこととしている。青山荘職員からも情報提供があり､上記についてデイケアでの説明内容について情報共有している。
・五日市　規　様～9/1（火）からグループホーム「あおみ」へ入所予定となっている。デイケア利用日は週5回となる。

・倉石　ヨシエ様～青風荘より就床前薬服用後、カウンターに来られ「真知子ば椅子に座らせねぇって一所懸命頭が白い神様がしゃべってる・・・」と表情強張らせ神発言聞かれていると情報提供ある。デイナイトケアでは、真知子様に話す様子は見られていない。午前中の運動プログラムには、右膝に痛みがあり不参加であったが、他のプログラムには問題なく参加されている。排便に関しては、朝便通があったと表情良く話されている。昼食は、ほぼ全量摂取。上記内容を青風荘へ情報提供している。
・鈴木　真知子様～青風荘より8/16（日）20：30血圧測定時、180/121ｍｍHg、再検158/101ｍｍHgと高値で経過し、体調について確認すると「何ともないよ・・・」と返答していたと情報提供ある。デイナイトケアでは、「昨日は良く眠った」と話されており、表情も穏やかで経過されている。プログラムにも問題なく参加できている。15：50　血圧103/59mmHg脈拍61回/分。上記内容を青風荘へ情報提供している。
・小笠原　富治様～青風荘での食事にて肉を詰まらせたと情報ある。デイナイトケアでも食事中にむせ込む様子が多く見られるため、ゆっくり噛んで食べるよう促し、食事摂取の様子を観察していく。

＜外来情報＞

・田中　　一　様～4日ほど睡眠不足が続いているが、薬剤調整中や暑さのためも考えられる為、経過観察とする。

・若松　健一　様～体重増加が続いており、減量するように説明あり。

・向井　敦子　様～内服薬は１週間分あり、本日分は次回自分で薬局から受け取り、1週間遅れで服用していくとのこと。14・15日嘔吐あり、マックターゼ6T 　3×ndE　7日分処方されるが、今週は経過観察し､次週より服用となる。本日通所体験利用されるが、診察にて「フラフラする」「疲れる」など訴えあり、次週通所利用したくないときは外来看護師に相談後担当医に確認し、決定する。

・清水　泰雅　様～8/12（水）野々口整形外科受診。腰椎ヘルニア、坐骨神経痛と診断される。次回19日受診予定。

・下口　政子　様　～薬剤調整中。本日デパケンR800mgから400mgに減薬となっている。

カンファレンスシート（　小泉　晋哉　様　）

実施日：H27年8月17日（月）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　担当チーム：三浦（主担当）・戸賀沢・藤田

参加者：三浦、坂本、佐藤、戸賀沢、川井、藤田

検討内容　

	氏名
	小泉　晋哉　様
	性別
	男
	年齢
	24
	生年月日
	H3.1.15

	主病名
	広汎性発達障害
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	就労が出来るよう支援を実施していく。

	本人希望
	いずれ仕事が出来るようになりたい。

	家族希望
	就職できるように訓練を受けてもらいたい。

	入院歴
	なし

	通所歴
	1回目

· 今回：H27.7.23～現在（週3回/月･火･木曜日）

	その他サービス利用
	なし

	住居：

五戸町にて母･妹と暮らしている。

母は治療に対して協力的で､本人との関係性も良好。本人が仕事を辞めてから､いろんな話をするようになったと感じている様子。父親はH21年に糖尿病合併症にて死去している。
	家族構成










	利用制度
	＊自立支援医療制度　新規申請中

＊精神障害者保健福祉手帳　新規申請中


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標（1年後達成見込み）
	中期目標（半年後達成見込み）
	短期目標（3ヵ月後達成見込み）
	治療計画

	①自分の特性や得意なことを生かした就労場所について､考えることが出来る。
	①自身の特性や得意なことを把握し､自信をつけることが出来る。
	①自身の特性や得意なことを把握することが出来る。
	①作業療法や各プログラムへ参加し､状況を職員と振り返りながら､自分の得意･不得意を把握する。職員はアセスメントを実施し､振り返りを行い特性やニーズを見つけられるよう支援する。

	②他者へ自ら話しかけ､交流することが出来る。
	②プログラム内で､自分の考えを発言することが出来る。
	②他利用者や職員へ自ら挨拶が出来る。他者から話しかけられた際､自分の考えを伝えることが出来る。
	②自由時間やプログラム内にて､他者から話しかけられた際に返答したり､自分から意見を伝えたりする。職員は､本人が発言しやすい環境作りを行い､他利用者と交流が持てるよう支援する。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①自身の特性や得意なことを把握することが出来る。
	模範作業やエアロビクス等､得意なことが多い一方で､自分の特性や得意なことを把握しておらず､自分に合った仕事を考えることが出来ない。また､元職場や学校での失敗体験が多いことで､自信を喪失している。デイケアにて成功体験を積み重ね､自分の得意なことを知り､就労に生かすことが出来るよう支援していくことが必要。
	自分の特性や得意･不得意を把握し､自分に合った職業を理解していけるよう支援していく。計画を新規で立案。

	②他利用者や職員へ自ら挨拶が出来る。他者から話しかけられた際､自分の考えを伝えることが出来る。
	自閉傾向が認められ､自身の考えをまとめて伝えることや､自ら相手へ話し掛けることが困難。周囲から声をかけられてから返答することや､やりたいことがあっても､自分から声をかけることが出来ず､じっと相手を見ていることが多い。声をかけると､自分の気持ち等をきちんと伝えることが出来る為､自発的に相手へ話すことが出来るよう､支援していくことが必要。
	自閉傾向が強く､他者との関わりが疎遠で､就労した後に上司や同僚等と上手にコミュニケーションを図っていくことが困難と考えられる。コミュニケーション能力の向上を図っていく為､計画を新規で立案。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標（1年後達成見込み）
	中期目標（半年後達成見込み）
	短期目標（3ヵ月後達成見込み）
	治療計画

	①自分の特性や得意なことを生かした就労場所について､考えることが出来る。
	①自身の特性や得意なことを把握し､自信をつけることが出来る。
	①自身の特性や得意なことを把握することが出来る。
	①作業療法や各プログラムへ参加し､状況を職員と振り返りながら､自分の得意･不得意を把握する。職員はアセスメントを実施し､振り返りを行い特性やニーズを見つけられるよう支援する。

	②他者へ自ら話しかけ､交流することが出来る。
	②プログラム内で､自分の考えを発言することが出来る。
	②他利用者や職員へ自ら挨拶が出来る。他者から話しかけられた際､自分の考えを伝えることが出来る。
	②自由時間やプログラム内にて､他者から話しかけられた際に返答したり､自分から意見を伝えたりする。職員は､本人が発言しやすい環境作りを行い､他利用者と交流が持てるよう支援する。


